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３）看護学科 

人材の養成及びその他の教育研究上の目的 

 看護学科は、本学の建学の精神にある、生命について生涯にわたり学び続けることができる人材を育成する。特に

看護学が実践の科学であることから、本学では人々の生命を護り健康課題を支援するために必要な看護実践能力を身

につけながら、自己研鑽を継続する人材を育成する。また、保健・医療・介護・福祉のチーム活動において、看護の

視点からマネジメントやリーダーシップを発揮できる看護職として、保健・医療・介護・福祉の多職種および地域の

人々と共に育ちあう意思と、へき地看護に関心を持ち続け、地元創成看護学の創出に寄与する看護職を養成する。 

 

○学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

帯広大谷短期大学は、建学の精神並びに教育理念のもとに策定された学科並びに専攻・課程の学位授与方針に基

づき、学則に定める所定の単位を厳格な成績評価のもと修得した学生に対して短期大学士の学位を授与する。 

 

看護学科（看護学） 
 看護学科では、以下に示す能力を身につけ、かつ本専攻が定める卒業要件を満たすことにより、短期大学士（看

護学）の学位を授与する。さらに、本学科が定める要件を満たすことにより、看護師国家試験受験資格を取得す

ることができる。 

(1)保健・医療・介護・福祉組織のチーム活動に必要なコミュニケーション能力を身につけている。 

(2)豊かな感性を持ち人間の生命と尊厳を守り、知識・技術・態度を統合して看護を実践できる。 

(3)科学的根拠に基づき臨床推論し、看護の対象に合わせて創意工夫・応用できる。 

(4)看護の使命と倫理観に基づき看護専門職として自己研鑽を継続できる。 

(5)保健医療介護福祉の課題に取り組む地域の人々と連携・協働し、地元創成に貢献する能力を身につけている。 

(6)国や民族・性別の枠を超えて多様な文化や価値観を受け入れ、国際的な健康課題を理解することができる。 

 

○教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

帯広大谷短期大学では、建学の精神並びに教育理念に基づいた人間を育成する教育環境を提供するために、以下

の各号に掲げる教育課程を編成する。 

１．学生が、建学の精神を具現化し豊かな人間性を涵養し、総合的な思考力や表現力を培い、地域社会に貢献す

る人間となるために「教養科目」を配置する。また、学生が、専門的な知識と技能を体系的に学び、高度で

多様な専門性を身につける「専門科目」を配置し、適切に選択・受講ができることを目指す。 

２．学生が幅広い視野に立ち、現代社会を捉え直すことができる知識と理論を提供する「講義科目」と学生が主

体的に学ぶ能力を身につけることで学びを深め、それらを総合的に実践する「演習科目」と「実習科目」の

３つを効果的に配置し、本学の目指す人間教育を展開する。 

 

看護学科（看護学） 
 看護学科では、ディプロマ・ポリシーを踏まえ、「相手の立場や視点に立って判断する倫理性」 

「科学的根拠と経験学習に基づくリフレクションによる主体性」「コミュニケーション能力」「組織の一員として

の役割を果たすマネジメント力」「国際社会における健康課題への理解力」を身につけるため、以下に示す方針

によりカリキュラムを編成する。 

(1)学生が、建学の精神（親鸞聖人の教え）を学ぶことにより豊かな人間性を涵養し、総合的な思考力や判断力、

表現力を培い、地域社会に貢献する人間となるために共通教養科目（初年次教育、キャリア教育を含む）を設

置する。 

(2)多様な暮らしを営む人々の視点に立って考え判断する能力を育成するために、看護のすべての場面に倫理的

問いがあることを繰り返し学習する授業デザインとする。 

(3)科学的根拠および経験学習に基づき、主体的に学習するシチュエーション・べースド・ラーニングを取り入

れたシミュレーション教育を推進する。 

(4)模擬患者との演習を通して、看護援助場面におけるコミュニケーション能力を育み、学修した知識を応用す

る演習環境を整備する。 

(5)保健・医療・介護福祉組織の一員としての役割・責務を果たすために必要なマネジメントを学修する実習環

境を整備する。 

(6)国際的な視野を持ち、国や民族・性別の枠を超えて多様な文化における健康課題を学ぶ教材を提供する。 
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Ａ 卒業に必要な単位 
基礎分野 必修 14単位     

専門基礎分野 必修 23単位     

専門分野 必修 70単位     

及び  

基礎分野 選択 9単位 

専門科目 選択 3単位 

合計 110単位以上     

 
Ｂ 資格取得に必要な単位  
【看護師国家試験受験資格】 

看護学科卒業単位に含まれる。 

 

【社会福祉主事任用資格】 

社会福祉主事の資格に関する科目（看護学概論、公衆衛生学、リハビリテーション論等）３科目の単位を取得す

る。（看護学科卒業必修単位に含まれる） 

  

3単位以上 



必 選 計 前 後 前 後 前 後

A-005 中国語 申 ［2］ ［2］ ［2］
看護学科で開
講なし

A-006 ドイツ語 佐々木(洋) ［2］ ［2］ ［2］
看護学科で開
講なし

A-007 韓国語 柴田 ［2］ ［2］ ［2］
看護学科で開
講なし

A-008 社会とコミュニケーション 専任 2 2 1 1 看護学科で開
講なし

A-001 人間学 桂井 2 2 2

A-003 英語Ⅰ 夏堀･ブライアン
島･アーロン [2] [2] [2] ※

A-004 英語Ⅱ 夏堀･ブライアン
島･アーロン [2] [2] [2] ※

A-009 手話の世界 髙野･菊池 [2] [2] [2] ※

A-002 思考と表現 専任 2 2 2

A-601 哲学 山川･中野 2 2 2 オムニバス

A-602 倫理学 中野・嶋田(祐) 2 2 2 オムニバス

A-603 物理学 妹尾 1 1 1

A-604 生物学 石井(洋) 1 1 1

A-605 情報科学 入交 [1] [1] [1]

A-606 憲法 佐々木(し) 1 1 1

A-607 現代社会ととかち 三宅 2 2 2

A-608 英語コミュニケーション ブライアン [1] [1] [1]

A-609 体育実技Ⅰ 川岸 (1) (1) (1)

A-610 体育実技Ⅱ 川岸 (1) (1) (1)

F-101 形態機能学Ⅰ 山本(達)・大森 [2] [2] [2]

F-102 形態機能学Ⅱ 山本(達)・大森 [2] [2] [2]

F-103 生化学 正保 1 1 1

F-104 微生物･ウィルス･免疫学 山本(達) 1 1 1

F-105 臨床薬理学Ⅰ 吉田(和) 1 1 1

F-106 臨床薬理学Ⅱ 吉田(和) 1 1 1

F-107 臨床栄養学 山﨑･門 1 1 1 オムニバス

F-108 病態生理学 山田 [1] [1] [1] オムニバス

F-109 診断治療学Ⅰ(呼吸･循環) 山本･西田･髙石・山田(康) 1 1 1 オムニバス

F-110 診断治療学Ⅱ(消化器･内分泌) 棟方･島村 1 1 1 オムニバス

F-111 診断治療学Ⅲ(外科系疾患) 有山･宮本･大矢･久滝･柳沼 1 1 1 オムニバス

F-112 診断治療学Ⅳ(頭頚部･感覚器) 井出･片岡･坂東･野原 1 1 1 オムニバス

F-113 診断治療学Ⅴ(産科学･小児科学) 柳沼･清水 1 1 1 オムニバス

F-114 診断治療学Ⅵ(血液･自己免疫･精神･老年医学) 越智･島村･東端･五十嵐 1 1 1 オムニバス

F-115 リハビリテーション論
内海・林･河合･伊藤
平松･平野･日野 1 1 1 オムニバス

F-116 口腔保健論 田中(義)･夏野・平野･日野･小野 1 1 1 オムニバス

F-117 公衆衛生学 正保･村松(宰) 1 1 1 オムニバス

F-118 社会福祉学 阿部(好) 1 1 1

F-119 社会保障制度論 正保･阿部(好) 1 1 1

F-120 保健医療福祉連携論 正保･佐藤(英) 2 2 2 オムニバス

F-121 看護学概論 山川･藤井・天谷 2 2 2 オムニバス

F-122 援助的人間関係論 山川･五十嵐 2 2 2

F-123 看護診断技術論(フィジカルアセスメント)Ⅰ 藤井･内海･濱松 [1] [1] [1]

F-124 看護診断技術論(フィジカルアセスメント)Ⅱ 藤井･内海･濱松 [1] [1] [1]

F-125 基礎看護学技術論Ⅰ(生活援助技術･生理的援助技術) 藤井･内海･濱松 [2] [2] [2]

F-126 基礎看護学技術論Ⅱ(診断治療に伴う技術) 藤井･内海･濱松 [2] [2] [2]

F-127 看護過程論 藤井･内海･濱松 [1] [1] [1]
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必 選 計 前 後 前 後 前 後

単位数
2026年度生

備　　考
科目
コード

授業科目 担当者 1年目 2年目 3年目

2026年度生　看護学科　カリキュラム

F-128 地域･在宅看護概論 正保･大越 2 2 2 オムニバス

F-129 地域･在宅看護技術論Ⅰ 正保･大越 [2] [2] [2]

F-130 地域･在宅看護技術論Ⅱ 正保･大越 [2] [2] [2]

F-131 成人看護学概論 佐藤千秋・藤井 2 2 2 オムニバス

F-132 成人看護学技術論Ⅰ 佐藤千秋 [2] [2] [2]

F-133 成人看護学技術論Ⅱ 佐藤千秋･村松(一)･小田島･伊藤 [2] [2] [2]

F-134 老年看護学概論 天谷･正保 2 2 2 オムニバス

F-135 老年看護学技術論Ⅰ 天谷･大椋 [1] [1] [1]

F-136 老年看護学技術論Ⅱ 天谷･大椋・村松(真) [1] [1] [1]

F-137 小児看護学概論 嶋田(純)・神尾 2 2 2

F-138 小児看護学技術論Ⅰ 嶋田(純)・神尾 [1] [1] [1]

F-139 小児看護学技術論Ⅱ 嶋田(純)・神尾 [1] [1] [1]

F-140 母性看護学概論 八木･坪井･山口 2 2 2 オムニバス

F-141 母性看護学技術論Ⅰ 八木･坪井･山口 [1] [1] [1]

F-142 母性看護学技術論Ⅱ 八木･坪井･山口 [1] [1] [1]

F-143 精神看護学概論 伊東 2 2 2

F-144 精神看護学技術論Ⅰ 伊東 [1] [1] [1]

F-145 精神看護学技術論Ⅱ 伊東 [1] [1] [1]

F-146 看護管理学 山川・春日 1 1 1 オムニバス

F-147 災害看護学 竹内 1 1 1

F-148 医療安全学 山川・内海 1 1 1 オムニバス

F-149 国際看護学 坪井 1 1 1

F-150 研究方法論 専任 [1] [1] [1]

F-151 地元創成看護概論 山川･正保･大和田･欠ヶ端 1 1 1

F-152 地元創成看護論演習 山川･正保 [1] [1] [1]

F-153 スタートアップ演習 専任 [1] [1] [1]

F-154 基礎看護学特講 専任 1 1 1 オムニバス

F-155 看護学特講 専任 1 1 1 オムニバス

F-156 臨床看護学特講 専任 1 1 1 オムニバス

F-157 基礎看護学実習Ⅰ 内海･濱松 (1) (1) (1)

F-158 基礎看護学実習Ⅱ 内海･濱松 (2) (2) (2)

F-159 地域･在宅看護論実習Ⅰ 正保･大越 (1) (1) (1)

F-160 地域･在宅看護論実習Ⅱ 正保･大越 (2) (2) (2)

F-161 地域･在宅看護論実習Ⅲ 正保･大越 (1) (1) (1)

F-162 成人看護学実習 佐藤千秋 (3) (3) (3)

F-163 老年看護学実習Ⅰ 天谷 (1) (1) (1)

F-164 老年看護学実習Ⅱ 天谷 (3) (3) (3)

F-165 小児看護学実習Ⅰ 嶋田(純)・神尾 (1) (1) (1)

F-166 小児看護学実習Ⅱ 嶋田(純)・神尾 (1) (1) (1)

F-167 母性看護学実習Ⅰ 八木･坪井･山口 (1) (1) (1)

F-168 母性看護学実習Ⅱ 八木･坪井･山口 (1) (1) (1)

F-169 精神看護学実習 伊東 (2) (2) (2)

F-170 総合実習 伊東 (2) (2) (2)

F-171 地元創成看護論実習 専任 (1) (1) (1)
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